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キャリア形成の方向性をデザインして、主体的な就活につなげよう
今回の基礎演習コースは、

自らの目指す職業の方向性を選択していくための実践的な学びの場です。
6ヶ月という時間は、40年という働く期間をいかに豊かなものにしていくかを

掘り下げる時間としては、決して長いものではありません。
"キャリア形成デザイン"とその実現に向けた助走の時間です。

「ぷらっと」はその為に必要な情報発信のステーションとして機能させていきます。
多くの方の受講申し込みをお待ちしています。

目 標
 キャリア形成を明確にして
 就活に勝つ !!

カリキュラム
■ 学科
 職業社会におけるモラル
 職場の安全衛生と環境問題
 読み書きの基礎
■ 実技
 自己理解･他者理解･職業意識
 ビジネス文書作成演習
 ワード･エクセルの活用
 営業販売･事務分野の基礎演習
 デザイン分野の基礎演習
■ 就職支援

受講生募集

募集期間
 4 月 22 日㈮
 ～ 5月 18 日㈬

基礎演習科、コース説明会を行ないます !!
2011 年 5月16日㈪　am10:00～11:00
事前に電話にて参加予約をお願い致します。
詳細につきましては、シードジャパン教育事業部までお問合せ下さい。

少数精鋭

基礎演習科緊急人材育成支援事業
未就職卒業者基金訓練

2011年
6月13日㈪開講

訓練期間中の訓練･生活支給支援給付金の支給

扶養家族のいる方 12万円 左記以外の方 10万円

最寄の公共職業安定所にご相談下さい。

要件を満たした場合に訓練期間中の生活保障として支給されます。 ※訓練の出席日数が8割に
　満たない場合、それ以降の
　給付金は支給されません。

ハロー
ワーク

①ハローワークで求職
　申込を行ないます。

②訓練実施機関へ受講
　の申込を行ないます。

職業相談
⇒キャリア･コンサルティング
⇒希望の訓練コース決定
⇒｢受講申込書｣の受領

⇒受講者選考（試験等）
⇒「選考結果通知書｣の受領

訓練実施機関に電話連絡を行なった上で、申込書の
提出･選考日･選考方法をご確認下さい。

訓練開始日の概ね３週間前までに
届くように選考結果通知書を郵送
致します。

SEED
JAPAN

選考通知書を持って
ハローワークへ !受講奨励

受講申込までのフロー

限定

15名

お問い合わせ先●E-mail:info@seed-japan.jp
〒386-0407  長野県上田市長瀬3607

認定番号：認22-20-02-00-0282 ●期　　　間 平成23年6月13日㈪～11月30日㈬ の6ヶ月
 （土･日･祝日休み、8月15日㈪は夏休みです）
●時　　　間 午前9:00～11:50　午後12:50～14:40（一部15:40）（1限50分授業･1日5科目 一部6科目）
●場　　　所 シードジャパン株式会社 研修室

●受　講　料 無料　但し、テキスト代18,310円と交通費は自己負担となります
●選　考　日 5月20日㈮
●選 考 場 所 上記場所に同じ ●選 考 方 法　　面接･職業適正検査
●結果通知日 5月23日㈪…ご本人に直接ご連絡いたします
●応 募 条 件 キャリア形成の方向を模索している方

企業で求められる人間力･ICT活用力を鍛えぬく6ヶ月。



主任講師ごあいさつ
　東日本大震災の被害に遭われた皆様に教育事業部講師・受講生
一同心からお見舞い申しあげます。
　昨年5月にスタートした厚生労働省基金による就職支援基金事
業は、11月に6ヶ月間の基礎演習科訓練を修了し、この3月1日から
ビジネス実務科3ヶ月コースが開講中です。
　来る6月13日に開講する新「基礎演習科」（キャリア形成・デザイン
編）は、主として未就職卒業者や就活中の若者を対象にしています。
　研修の前半では、近年とみに拙劣化傾向が顕著といわれる社会生
活を営む上での行動規範や、ビジネス現場で活躍するための常識や
マナーといった基礎知識を徹底して学びます。後半には、「営業・販売・
事務の分野」と「デザインの分野」という具体的な２つの業態につい

て、ICT活用能力を磨いたり地域企業人の皆様の講話をお聞きしたり、また現場体験（実習）
をしたりしながら、基礎知識と専門技能を研修します。さらに、6ヶ月間をとおしてキャリアプ
ランとライフプランの本格的な学習と探求を行って、自己実現計画をしっかりと描きます。
　この度の大震災の影響もあって、この研修もやや忘れられがちではありますが、今、ビ
ジネス実務科で学んでいる受講者全員も、希望する就職・就業と新たな夢の実現を目指
して意欲的に挑戦しています。
　もしも今あなたが、未就業、未就職で迷ったり心配したりしているのであれば、この基
礎演習科の受講がお勧めです。
　なぜなら、悩むだけでは絶対に前へは進めないのですから…。一歩前に踏み出してみ
ませんか。

第 2回「基礎演習科」
企業で求められる人間力・ICT活用力を鍛えぬく6ヶ月

長野県上田市長瀬3607
TEL 0268-41-1224（代表）
FAX 0268-43-1126
オフィス営業時間
平日 9：00～18：00（休日：土・日・祝日）

E-mail:info@seed-japan.jp

6月－7月
★ 開講式
 アイスブレイク･･･良好なコミュニケーション環境を築く
ため、打ち解けた関係を作ります。

 企業人に求められる3つの基礎力を習得
 ①前に踏み出す力（アクション）
 ②考え抜く力（シンキング）
 ③チームで働く力（チームワーク）
 ●コミュニケーション・スキルの向上
 ●ビジネス常識とビジネスマナーを徹底習得
 ●第6回SKOP異業種交流会参加（シードジャパン主催）

8月－9月
★ 自己表現力とICT活用力の強化月間
 ●パソコンソフトによる
 ●ビジネス文書の作成力（Word）
 ●計算能力と数値センス（Excel）　　   　
 ●プレゼン技術（Power Point）
 ●インターネットやｅメールの効果的な活用
 ●「文章表現と口頭表現」「読解力と聴解力」
 ●伝えたい文章の表現・表記法
 ●意図や意志の効果的な伝達法

10月
★ 営業・販売・事務分野における
 基礎演習
 ●簿記の知識や決算書の作成、貸借対

照表の読み方などの会計・経営学の
基本

 ●仮想企業による経営シミュレーション
やプレゼンテーションを行ってビジネ
ス実務を体験

11月
★ デザイン分野における基礎演習
 ●実習をとおしてデザインの基礎を学

び、パソコンソフトのフォトショップや
イラストレータなどによる画像処理や
デザインセンスを習得

 ●地域の企業人を前に、自作デザイン
の成果発表会

 ●第7回SKOP異業種交流会参加(シード
ジャパン主催)

通年
ワークガイダンス
コミュニケーションの本質、よりよい対人関係の築き方、
自己理解・他者理解、職業人意識、キャリアプランニング
の立て方、ライフプランなどを常に意識しながら学習を
進める

Curriculum

橋詰 徹夫

人事担当者の声

"pray for japan"に出会い大きな勇気を貰った。
自分に何が出来るか、新しい仕事、サービスを生み出す
には人々の要望を捉える力と共にどのように具現化する
か創造性が必要です。
ソーシャルビジネスが注目される今日、新たなビジネス
モデルをどのように描き出すか、若者の感性と課題に挑
戦する意欲と熱い想いに期待しています。
またビジネスである以上、事業の継続性を考慮したプラ
ンとして経営シミュレーションし、プレゼンテーションす
る力も必要です。
現場に弱い人では、なかなか採用したいとは思えず、是非
そうしたスキルを磨いてチャレンジして欲しいものです。
主体性を持って、全力で事に当たることが出来る人を採
用します。

キャリアコーディネーター　芹澤 廣

｢諦めず、夢を形に｣

企業の採用担当者はどのようなタイプの人材を欲しがっ
ていると思いますか?
それは【『タフなカメタイプ』の人材が欲しい!】との声に
現れています。
『うさぎタイプ』のように、器用で、スピード感を持った人
物は確かに貴重です。
でも、その人がすぐにサボったり、休んだりする人だった
ら、企業は当てに出来ません。
逆に『タフなカメタイプ』だったらどうでしょう?
少しぐらいの事では休んだりしないタフな体力と精神力。
毎日、少しずつでも前に進んで行こうとする愚直なまで
の向上心。実はこれらが重要視されているのです。
このような現実の声を大事にして、キャリアサポートの
本質を私たちは追求します。

キャリアコーディネーター　山中 史郎

｢うさぎとカメのお話｣

企業は人とひとの集合体であり、自己主張ばかりでは仕
事はうまくいかず、相手の言い分も聴き、合意を目指し
結論を出さなければならない。企業の中でより良い人間
関係と、信頼関係を築くことが望ましい。
自己理解とは、自分のパーソナリティーを知って、自分の
素直な感情を伝え、相手の反応を受け止めて考えること
が出来る。
他人理解とは、他者の感情や気持ちを理解する、自分の
聴く力を養う。
相手の行動や態度や表現を確実に知る感性を持つ。
チームで人を理解するには、自分も相手も｢言える｣関係
をつくる。
コミュニケーション能力を高め、こうした理解力を身に
つけることが求められる。

キャリアコーディネーター　山﨑 正子

｢人間関係力を築く｣

第1回基礎演習受講風景 SKOP異業種交流会参加風景

富士ゼロックス長野㈱中島支店長の講義 ㈲デザインルームエム水野社長の講義


